
宮上道遺跡

2006 年 3 月

鈴鹿市考古博物館



例　　言
１．本書は，鈴鹿市小田町 581-1・595・596・600・601・604・605・611 ～ 615・936 で平成 16 年度

　に鈴鹿市が実施した，市道新設に伴う宮上道遺跡の埋蔵文化財緊急発掘調査の成果をまとめたものである。

２．調査にかかる費用は鈴鹿市（道路整備課）の負担による。

３．調査体制は，下記により実施した。

　　調査主体　　鈴鹿市　市長　川岸光男

　　調査担当　　鈴鹿市考古博物館

　　( 組織及び構成 )　　 鈴鹿市考古博物館館長　　　　 平井茂公

　　　　　　　　　　　 埋蔵文化財グループリーダー　 中森成行

　　　　　　　　　　　 埋蔵文化財グループ主幹　　　 宮崎正光・北条正則

　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　  副主査　 田中忠明・水橋公恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　事務吏員　 伊藤　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  嘱託職員　 吉田真由美・林　和範

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             臨時職員　 杉本恭子・坂下日向・徳永由起子

        永戸久美子・別府智子　　　　　　　　　

４．現地調査は，上記係員のうち，北條・水橋が担当し，田中が協力した。

５．現地での調査は平成 16年 4月 5日から平成 16年 6月 22日に実施した。

６．本書の執筆は水橋 ( 現　斎宮歴史博物館技師 ) が担当し，遺物写真撮影と編集は藤原秀樹（平成 17 年

　度埋蔵文化財グループリーダー）が行なった。遺物の整理・実測・採拓については杉本・坂下・徳永・永戸・

　別府の協力を得た。

７．座標は，日本測地系第Ⅵ系を用いている。図中の方位は座標北を示す。

８．遺構番号は遺構の性格を示す記号の後ろに発見順に番号を与えた。

　　SD：溝　SE：井戸　SI：竪穴住居　SK：土坑　Pit：小穴
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１

１．位置と歴史的環境
　宮上道遺跡は，安楽川と鈴鹿川に挟まれた河岸

段丘上に立地する遺跡で，古墳～鎌倉時代の遺物

散布地として知られている。遺跡の南端には，特

徴的な形態の須恵器の長頸壺が出土した宮上道古

墳（横穴式石室を内部主体とする円墳）がある。

　同じ段丘上には数多くの遺跡があり，中でもか

つて約600ｍ南西に存在していた茶臼山１号墳（亀

山市井田川町）は非常に有名である。茶臼山１号

墳は，直径 20 ｍ，高さ４ｍ以上の墳丘規模を有

する墳形不明の古墳で，主体部である横穴式石室

には箱式石棺が２個安置されていた ｡石室の中か

らは，100 点あまりの須恵器・土師器・武具（鉄

製の矛・剣・刀）・馬具（轡・鐙・銅鈴）が，石棺

の中からは画文帯神獣鏡，金銅製の冠や靴，純金

の耳飾，ガラス製の玉などが出土した。

　安楽川を挟んで 1.2km北には伊勢国府跡として

国史跡に指定されている長者屋敷遺跡がある。

　鈴鹿川の対岸の国府地区は，その地名から移転

後の国府があったと考えられており，三宅神社遺

跡・天王山西遺跡・梅田遺跡など，古代の遺跡が

数多く存在する地域である。また、古代だけでなく，

縄文時代の集落である北一色遺跡や，保子里古墳

群・西ノ野古墳群，「関の五家」の一つ国府氏の本

拠地とされる国府城跡など各時代の遺跡も集中し

ている。

Fig.1　宮上道遺跡の位置と周辺の遺跡（1/25,000）
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２．調査にいたる経緯と調査経過
　名古屋から亀山を経て大阪難波を結ぶＪＲ関西

本線は，鈴鹿市内では鈴鹿川に沿う形で沖積地に

敷設されているが，鈴鹿市西部の安楽川と鈴鹿川

の合流地点付近では細長い丘陵を分断している。

この分断された丘陵間で関西本線を跨ぐための橋

梁は，軽車両までしか通行できない幅の狭いもの

であったため，以前から周辺住民による新たな橋

梁・道路建設の要望が挙がっていた。平成15年度，

市土木部道路整備課より道路新設のための発掘調

査依頼があり，考古博物館では，遺跡範囲内を中

心に分布調査・試掘調査（約４m四方のグリッド

を 10箇所）を行った。その結果，古代から中世の

遺構・遺物を確認したため，平成 16 年度に本調

査を行うこととなった。調査は，線路以西の丘陵

北端に沿った幅５～８mの道路部分と，これに現

道の橋梁西付近からＴ字形に取り付く幅約４mの

道路部分を対象に行った。

　平成 16 年度夏の工事着工予定にあわせ，表土

除去は平成 15年度内に重機で行い，平成 16年４

月５日から人力による調査を開始した。橋梁西付

近から調査を開始したところ，調査区南境で検出

した溝が，事業地内の調査区非設定区域に及ぶこ

とが判明したため，若干の拡張を行なった。遺構

掘削を終えた後，６月４日にラジコンヘリによる

写真撮影および写真測量を行い，６月 19 日の現

地説明会（参加者 30 名）の後，竪穴住居の竈や

井戸などの断ち割りを実施し，６月 28 日には埋

め戻しを完了し調査の全工程を終えた。

２

Fig.2　調査区配置図（1/2,500）
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３．土層
現況地表面は西から南東へ向かって緩やかに低く

なっており，調査区西端で標高約 40.1 ｍ，南東端

で標高約38.5ｍである。調査地点における土層は，

耕作土直下で地山となり，良好な遺物包含層は存

在しない。検出面となる地山は場所によって異な

り，概ね黄褐色系の粘質土であるが，丘陵の中心

に近い（ＳＤ 01・ＳＥ 61付近）ほど褐色系になり，

丘陵端に近い南東部（ＳＫ 14とＳＤ 07に挟まれ

た範囲）では礫層になる。耕作土の厚さは概ね 0.2

ｍ程度であるが，調査区西端付近で急激に厚くな

り，1.0 ｍに達する。

４．遺構と遺物
　今回の調査では，古墳時代の土坑，古代の竪穴

住居，中世の井戸・土坑・溝などが検出され，土

師器・須恵器・山茶碗などがコンテナケースに 36

箱分出土した。以下，主な遺構・遺物について記

述する。その他については一覧表を参照されたい。

〈古墳時代〉
土坑ＳＫ 63　長辺 2.5 ｍ×短辺 0.5 ｍ，検出面か
らの深さ 0.3 ｍで，平面の形態は長方形を呈する。

ＳＤ 62 と平行する溝に切られている。土師器の

小型鉢が１個出土した。

〈古代〉
竪穴住居ＳＨ 55　長辺 4.0 ｍ以上×短辺 3.0 ｍの
平面長方形を呈する。南西壁の南隅寄りに竈が取

り付けられており，竈の外側で検出された長楕円

形の土坑（ＳＫ 54）は，位置から煙道との関係が

推測される。

　竈は，基部の幅 1.25 ｍ×奥行き 1.2 ｍ以上で，

高さ約 20cm 程が残存していた。両袖の先端近く

で，竈の焚き口に凸面を向けた状態の平瓦が検出

された ｡竈の袖は地山類似土で構築されているが，

平瓦の周辺には焼土が多く混じっており，平瓦の

凹面側にも焼土が確実に含まれていることから，

平瓦は補修の際に使用されたものと考えられる ｡

竈内部の埋土は焼土混じりの褐色または暗褐色粘

質土である。竈の中央からは支脚石が傾いた状態

で出土した。支脚石は著しく被熱していたが，床

面に被熱痕跡は認められなかった ｡支脚石の上端

には土師器杯（３）が被せられており，その周り

から，土師器の甑・甕などが出土した。

　竈の前面から，凹面を上にした平瓦片が２枚重

ねられた状態で検出されたが，床面からは遊離し

た状態の出土であり，竪穴住居との関係は明確で

ない。

　出土遺物は土師器の杯・皿・甑・甕・鍋，須恵

器の甕，平瓦がコンテナケースに４箱程出土した。

〈中世〉
溝ＳＤ 01　Ｔ字に取り付く細い道路部分の調査区
で確認されたＮ 75°Ｗの溝。検出面での約 1.2m，

底面幅 0.4m，深さ 0.4m の断面逆台形を呈する ｡

埋土は黒褐色土で砂利を多く含む。山茶碗（碗），

常滑陶器（鉢・甕），土師器（皿・鍋）などが出土

した ｡

溝ＳＤ 07　調査区南東部で検出され，調査区外へ
続く溝。丘陵平坦面の高所から縁辺へ向かう緩や

かな傾斜面に位置し，平行するＳＤ 08 とは若干

位置がずれて重複する。その関係からＳＤ 08 よ

り新しいことが判っている。幅 1.6 ｍ，長さ 16.5

ｍ以上，検出面からの深さは 1.0 ｍである。

　埋土は，灰褐色砂質土と褐色砂質土の互層であ

る。須恵器（甕）・土師器（甕・鍋・羽釜・皿）・

灰釉陶器（椀・皿）・山茶碗（碗・皿）・常滑陶器（鉢・

甕）・瀬戸美濃陶器（小皿）・瓦・不明土製品・砥石・

五輪塔（火輪）が出土した。大半は，磨耗した小

片であるため，上方から流れ込んだものであろう。

　この溝の周囲北東側には，水流で抉られた痕跡

ではないかと考えられる不定形の溝や凹みが多数

検出されており，これらの溝や凹みは雨水がＳＤ

07・08へ流れ込む自然流路の残欠と考えられる（Ｓ

D09・ＳＤ 11・Ｓ K16）。

溝ＳＤ 08　ＳＤ 07 と重複し，これより古い溝。
幅2.5ｍ，長さ16.0ｍ以上，検出面からの深さは0.6

ｍ。埋土は，大きく２つに区分でき，下層が地山

（黄橙色粘質土）とやや紫がかった暗褐色粘質土の

互層，上層は茶褐色粘質土である。

　土師器（甕・鍋・羽釜・皿）・須恵器（甕）・灰

釉陶器片・山茶碗（碗・小皿）・常滑陶器（鉢・甕）・

瀬戸美濃陶器（皿）などが出土した。大半は，磨

耗した小片であるため，上方から流れ込んだもの

であろう。

土坑ＳＫ 12・13・17　調査区の南半で確認され

5
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た重複する３基の土坑。ＳＫ 13→ＳＫ 17→ＳＫ

12という新旧関係が判っている。埋土は，いずれ

も暗褐色粘質土である。

　ＳＫ 13は傾斜の緩い凹み状で，4.8 ｍ× 3.4 ｍ

以上×深さ約 0.2 ｍの規模である。ほぼ完形の山

茶碗・鉢とともに，土師器（鍋），山茶碗（小皿・碗），

常滑陶器（甕），瓦などが少量出土した。

　ＳＫ 17は 2.5 ｍ× 1.6 ｍ以上×深さ 0.5 ｍの方

形を呈する土坑である。土師器（皿・鍋），山茶碗（碗・

鉢），常滑陶器（甕），白磁片などが少量出土した。

　ＳＫ 12は調査区外へ広がるが，床面は調査区内

に収まるため，4.3 ｍ×約 2.8 ｍの平面略長方形を

呈すると推定できる。深さは 0.7 ｍで床面は平坦

である。３基の土坑の中では，遺物量が多く，種

類も豊富である。土師器（皿・鍋），山茶碗（碗・皿）

のほか，瀬戸美濃陶器（四耳壷）や常滑陶器（壺）

などが出土した。

井戸ＳＥ 61　調査区の西端で確認された井戸。検
出面では東側に張り出しのある直径 3.5 ｍの略円

形を呈する ｡検出面からの深さは約 1.9 ｍである

が，途中検出面から 1.2 ｍ下でやや平らになる。

湧水は，この高さ付近が顕著で，周囲の壁もオー

バーハングしている ｡埋土は，上層から①黒褐色

粘質土と暗褐色粘質土の混成土，②黒褐色土，③

粘性の強い黒褐色土，④暗青灰色粘質土である。

遺物としては，須恵器（瓶・甕）・土師器・灰釉陶

器（椀・平瓶・壷）・山茶碗（碗・鉢）・常滑陶器（鉢・

甕）・青磁（碗）のほか木製品も出土した。

〈その他の時代〉
　上記以外の遺構としては，中世以降の遺構も多

数検出された。また，遺構は確認されていないが，

縄文土器が数点出土し，試掘調査に先立って行わ

れた分布調査の際にも石鏃が表採されている。

7

0 1m

a'

39.0m

a

１ 10YR2/3 黒褐色粘質土と10YR3/4 暗褐色粘質土の混成層
２ 10YR2/2 黒褐色粘質土
３ 10YR2/3 黒褐色粘質土（粘性強）
４ ５BG4/1 暗青灰色粘質土

38.0m

１

２

3

4

a
a'

表  土

Fig.5　ＳＥ 61 平面図・土層図 (1/50)

Fig.6　ＳＤ 7 ･ 8 土層図 (1/50)

Fig.7　ＳＫ 12 ･ 13・17 土層図 (1/50)

1

2
3

4

ＳＤ07
ＳＤ08

ＳＫ12 ＳＫ13

1

2
3 4

5

6

38.2m

1.表土
2.10YR4/3にぶい黄褐色砂質土と10YR6/1褐灰色砂質土の互層
3.10YR3/2黒褐色粘質土
4.10YR5/4にぶい黄褐色地山土塊と10YR3/1黒褐色粘質土塊の混層

38.6m

1.10YR2/2黒褐色粘質土，地山の砂混じる
2.10YR3/3暗褐色砂利交じり土
3.10YR3/3暗褐色砂利交じり土
4.10YR2/2黒褐色粘質土，地山土塊混じる
5.10YR2/2黒褐色砂利交じり土
6.10YR2/2黒褐色粘質土

→ＳＫ17

b’ｂ

ｃ ｃ’

1

2
3

4

ＳＤ07
ＳＤ08

ＳＫ12 ＳＫ13

1

2
3 4

5

6

38.2m

1.表土
2.10YR4/3にぶい黄褐色砂質土と10YR6/1褐灰色砂質土の互層
3.10YR3/2黒褐色粘質土
4.10YR5/4にぶい黄褐色地山土塊と10YR3/1黒褐色粘質土塊の混層

38.6m

1.10YR2/2黒褐色粘質土，地山の砂混じる
2.10YR3/3暗褐色砂利交じり土
3.10YR3/3暗褐色砂利交じり土
4.10YR2/2黒褐色粘質土，地山土塊混じる
5.10YR2/2黒褐色砂利交じり土
6.10YR2/2黒褐色粘質土

→ＳＫ17

b’ｂ

ｃ ｃ’
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５．まとめ
　宮上道遺跡は，古墳時代～鎌倉時代の遺物の散

布地として登録されている周知の埋蔵文化財包蔵

地である。遺跡内の宮上道古墳から須恵器蓋杯・

長頸壺などの出土が知られてはいるものの，本格

的な発掘調査は今回がはじめてである。

　調査の結果，主に古代と中世の遺構・遺物を確

認した ｡

　竪穴住居ＳＨ 55 には，竈が比較的良好に残存

していた。支脚石に土師器椀が被せられた状態で

の出土は，竈の廃棄儀礼として注目される。竈の

袖に使用されていた平瓦は，凸面に縄叩き痕が明

瞭に認められるもので，伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）

から出土する瓦と同類である。伊勢国府跡第19次

調査（鈴鹿市考古博物館 2005）でも，国衙の政庁

などで使われているものと同類の丸瓦が竈に使用

された竪穴住居が確認されており，国府関連施設

と考えられている。宮上道遺跡は，伊勢国府跡（長

者屋敷遺跡）と後に国府が移転したと考えられて

いる国府地区とのちょうど中間地点にあたるため，

今回検出した竪穴住居は伊勢国府跡移転に関連す

る遺構とも考えられる。しかし，単に瓦を再利用

しただけかもしれず，その性格を考えるには，な

お調査事例の蓄積が必要であろう。

　ＳＨ 55 の出土遺物は，土師器が大半を占めて

おり，瓦と須恵器を少量含む。土師器は，地元産

と思われるため，単純に南勢地域の編年観を適用

することにはいささか問題も残るが，Fig. ８　２

～４の杯は，斎宮跡の土器編年（斎宮歴史博物館

2001）で第Ⅰ期第１段階（飛鳥時代）～第Ⅱ期第

１段階（平安時代初期）に位置付けられている「杯

G」（いわゆる「粗製椀」「いなか風椀」）との類似

性が高い。また，８のような土師器鍋は，斎宮跡

では平安時代初期～前期の遺構から出土すること

が多い。奈良時代半ば以降の造営とされている伊

勢国府跡（長者屋敷遺跡）の瓦と同類の瓦が出土

していることを併せると，ＳＨ 55の年代は概ね奈

良時代末～平安時代前期の幅の中におさまると考

えられ，これは他の遺物の年代観とも矛盾しない。

　中世の遺構・遺物は調査区全体から確認された

が，立地からみると，遺跡の中心は今回の調査区

よりも高い西側の平坦地に展開していたと考えら

れ，丘陵端に近く，幅の狭い今回の調査区では，

遺跡の全体像を把握することは難しい。性格不明

な遺構が大半を占めており，細片が多い出土遺物

は，より古い時期の遺構・包含層に含まれていた

ものが，二次的に紛れ込んだものとも考えられ，

遺構の本来の時期を示しているのかも不明確であ

る。そこで，ここでは遺物全体の時期的な推移を

見ることにより，遺跡全体の大まかな変遷を考え

てみたい。　　

　中世の遺物としては，土師器・山茶碗・瀬戸美

濃陶器・常滑陶器・青磁・白磁・木製品が出土し

ているが，量的には土師器・山茶碗が圧倒的に多い。

まず，年代を絞り込みやすい山茶碗の底部につい

て概観してみると，東濃系山茶碗１点以外はすべ

て尾張系山茶碗であり，瀬戸窯の山茶碗編年（藤

澤 1982）の第３～ 10型式に相当する時期のもの

が認められる。ただし，第３型式は非常に少なく，

第４型式で若干増加する。安定した量の出土があ

るのは，第５～８型式で，第９・10型式になると

激減する。

これまでに中北勢地域で調査された遺跡をみると，

多くの集落遺跡で第５・６型式をピークとして，

以後の山茶碗の出土量は激減し，古瀬戸後期後半

（藤澤 1991）まであたかも空白期のようにみえる

事例が目に付く。宮上道遺跡のように，第５～８

型式の山茶碗が安定して出土した遺跡はそれほど

多くない。現在，山茶碗の第７型式は13世紀中葉，

第８型式は 13世紀後葉～ 14世紀はじめ頃のもの

と考えられており（藤沢 1997），これは関実忠が

関から山下，さらに若山（亀山）へ本拠を移した

という弘長二（1262）年や文永元（1264）年を

含む年代観である。この点については，証拠とな

るべき記録はないとして疑問視する向きもあり（亀

山市教育委員会 1990），その所領が，現在の鈴鹿

市域に及んでいたという確たる証拠は見出されな

いが，関盛政が所領を五家（神戸・国府・関・鹿

伏兎・峯）に分割した正平二十二年（1367）に，

当地が関氏の支配下にあったことは，ほぼ間違い

ないと思われ，関氏との関わりは大いに気になる

ところである。今回の調査でも，15世紀とされる

古瀬戸後Ⅲ・Ⅳ期の瀬戸美濃陶器が少量出土して



おり，これは当地が関氏の支配下にあったと考え

られる時期の遺物とみてよいだろう。ただ，山茶

碗の第９・10型式に与えられている年代観，つま

り 14 世紀の遺物が極めて少ないことをどのよう

に理解するのか，遺物の年代観の再検討を含めて，

今後に残された課題である。

　さて，遺跡の大きな変遷については以上のよう

に考えられたが，山茶碗と共に出土量の多い土師

器について見てみると，陶磁器とはずいぶん異なっ

た在り方を示すことが注意をひく。出土した土師

器には，皿・羽釜なども認められるが，量的には

少なく，多くを鍋が占めている。土師器鍋は，す

べていわゆる「伊勢型鍋」で，南伊勢系土師器鍋

編年（伊藤 1990）の（仮）Ａ段階に比定できるも

のが少量，第１段階・第３段階に比定できそうな

ものがそれぞれ一定量ある。しかし，瀬戸窯山茶

碗編年の第７・８型式に併行するとされている第

２段階のａ・ｂ型式に比定できるものは全く認め

られない。つまり，山茶碗が安定した量存在する

にもかかわらず，前後の時期に存在する「伊勢型鍋」

がこの時期だけ欠落しているように見えてしまう

のである。

　この点に関連して注目されるのは，尾張地域で

の「伊勢型鍋」の出土実態である。尾張地域での「伊

勢型鍋」の出土事例を集成・検討した北村和宏氏

によると，尾張では南伊勢系土師器鍋編年第２段

階ａ型式以降に比定される「伊勢型鍋」の出土は

ほとんど認められず，南伊勢地域とは異なった独

自の型式変化を辿るという（北村 1996）。この指

摘を踏まえて，宮上道遺跡出土の「伊勢型鍋」を

見直してみると，尾張で第７・８・９型式の山茶

碗に共伴して出土したとされる「伊勢型鍋」（北村

分類鍋Ａ５類・Ａ６類）と極めて類似性の高いも

のが少なからず含まれていることが判る（Fig.11）。

宮上道遺跡出土の「伊勢型鍋」は，これまで単系

列的に理解されてきた伊勢国内の「伊勢型鍋」に

対しても，多系列的な視点の必要性を示唆する事

例といえよう。
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番号 出土遺構 グリッド 種別 器種 口径 器高 底 ・ 高台径 備考 胎土の色調 実測番号

1 ＳＨ５５ｶﾏﾄﾞ内 Ｌ１２ 土師器 杯 12.1 2.9 
内 ： 放射状暗文 ・ 螺旋暗文 ・
焼成前ﾍﾗ記号、 外 ： ﾍﾗﾐｶﾞｷ

5YR6/8 １３０１

2 ＳＨ５５袖西 Ｌ１２ 土師器 杯 12.9 内 ： ﾍﾗﾐｶﾞｷ？、 外 ： 被熱＋煤 5YR6/6 １３０５

3 ＳＨ５５№４ Ｌ１２ 土師器 杯 12.4 3.4 内 ： 環状に煤 10YR6/6 １４０１

4 ＳＨ５５№９ Ｌ１２ 土師器 杯 12.3 4.1 煤？ 10YR6/6 １４０２

5 ＳＨ５５ｶﾏﾄﾞ内 Ｌ１２ 土師器 杯 外 ： ﾍﾗﾐｶﾞｷ？ 5YR6/8 １３０２

6 ＳＨ５５ Ｌ１２ 土師器 杯 14.5 内外 ： 摩滅 5YR6/8 １３０３

7 ＳＨ５５ Ｌ１２ 土師器 皿 15.6 外 ： ﾍﾗﾐｶﾞｷ 5YR6/8 １３０４

8 ＳＨ５５№１ ・ ６ Ｌ１２ 土師器 鍋 29.8 9.2 13.5 内外 ： ｹｽﾞﾘ ・ ﾍﾗﾐｶﾞｷあり 5YR6/8 １６０１

9 ＳＨ５５№７ Ｌ１２ 土師器 甕 20.1 内外 ： 刷毛目 10YR6/4 １５０１

10 ＳＨ５５№８ Ｌ１２ 土師器 甑 23.0 内外 ： 刷毛目 10YR6/4 １５０２

11 ＳＨ５５№２ Ｌ１２ 土師器 甑 17.2 №８と同一個体か 10YR6/4 １６０２

12 ＳＨ５５ Ｌ１２ 須恵器 甕 30.2 10YR6/1 １４０３

13 ＳＨ５５№ 10 Ｌ１２ 瓦 平瓦
長さ 11.3 ｍ～×幅 33.1 ｍ
外面格子叩き痕

10YR7/4 ３００１

14 ＳＨ５５竈左袖 Ｌ１２ 瓦 平瓦 長さ 37.9 ｍ×幅 30.8 ｍ、 外面縄叩き痕 2.5Y8/4 ２８０１

15 ＳＨ５５竈右袖 Ｌ１２ 瓦 平瓦 長さ 25.1 ｍ～×幅 28.6 ｍ、 外面縄叩き痕 2.5Y4/1 ２９０１

16 ＳＤ０１ Ｂ４５ 常滑陶器 鉢 10YR3/1 ０１０１

17 ＳＤ０１ Ｂ４６ 土師器 鍋 調整不明 10YR8/3 ０１０２

18 ＳＤ０５ Ｆ４５ 土師器 皿 12.0 口 ： ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR8/3 ０１０３

19 ＳＤ０７ Ｋ４９ 土師器 小皿 9.4 口 ： ﾖｺﾅﾃﾞ 10YR8/2 ０１０４

20 ＳＤ７下層 Ｋ４７ 石製品 火輪 12.0 23.5 五輪塔 10YR7/2 １７０１

21 ＳＤ０８ Ｋ４６ 常滑陶器 鉢 5YR5/6 ０１０５

22 ＳＤ０８ Ｋ４６ 土師器 羽釜 煤付着 10YR7/4 ０１０６

23 ＳＤ１０ Ｃ４６ 瀬戸美濃陶器 天目茶碗 3.2 鉄釉 ・ 鉄化粧 10YR8/2 ０１０７

24 ＳＸ１１ Ｌ４５ 山茶碗 碗 5.9 無高台 10YR8/1 ０１０８

25 ＳＸ１１ Ｌ４５ 土師器 羽釜 ﾖｺﾅﾃﾞ、 煤付着 10YR7/1 ０１０９

26 ＳＫ１４
Ｍ 44
Ｎ 44

土師器 鍋 ﾖｺﾅﾃﾞ、 煤付着 10YR7/1 ０１１０

27 ＳＤ１２下層 Ｎ４２ 瀬戸美濃陶器 四耳壷 灰釉 10YR8/2 ０２０１

28 ＳＤ１２下層 Ｍ４２ 常滑陶器 壺 10YR4/1 ０３０１

29 ＳＤ１２下層 Ｍ４２ 常滑陶器 甕 10YR4/1 ０３０２

30 ＳＤ１２下層 Ｎ４２ 山茶碗 碗 13.1 4.8 4.8 内面磨耗、 板状圧痕 ・ 無高台 10YR7/1 ０２０４

31 ＳＤ１２下層 Ｍ４１ 山茶碗 碗 5.0 板状圧痕 ・ 無高台 10YR7/1 ０２０２

32 ＳＤ１２下層 Ｎ４２ 山茶碗 碗 4.5 籾殻痕、 東濃系 10YR8/6 ０２０３

33 ＳＤ１２下層 Ｍ４１ 山茶碗 小皿 8.0 2.0 4.6 内面磨耗 10YR7/1 ０２０５

34 ＳＤ１２下層 Ｍ４２ 山茶碗 小皿 8.5 1.8 5.2 内面磨耗 10YR7/1 ０２０７

35 ＳＤ１２下層 Ｍ４１ 山茶碗 小皿 8.5 1.6 5.2 内面磨耗 10YR7/1 ０２０６

36 ＳＤ１２ﾄﾚﾝﾁ Ｍ４１ 土師器 小皿 7.0 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR7/6 ０３０３

37 ＳＫ１３ Ｌ４１ 山茶碗 碗 15.7 4.5 7.4 籾殻痕 10YR7/1 ０４０１

38 ＳＫ１３ Ｌ４１ 山茶碗 碗 14.6 4.9 8.0 内面磨耗、 籾殻痕 10YR7/1 ０４０３

39 ＳＫ１３ Ｌ４１ 山茶碗 碗 15.5 4.9 7.0 内面磨耗、 籾殻痕 10YR7/1 ０４０２

40 ＳＫ１３ Ｌ４２ 山茶碗 碗 6.4 籾殻痕 10YR7/1 ０４０４

41 ＳＫ１３ﾄﾚﾝﾁ 4 Ｌ４１ 山茶碗 小皿 8.0 2.0 5.1 10YR7/1 ０５０３

42 ＳＫ１３ Ｌ４２ 土師器 小皿 8.2 1.5 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR8/4 ０４０５

43 ＳＫ１３ﾄﾚﾝﾁ 4 Ｌ４１ 山茶碗 片口鉢 34.8 13.5 16.5 内面磨耗、 高台内砂粒 10YR7/1 ０５０１

44 ＳＫ１３ Ｌ４１ 土師器 鍋 10YR7/3 ０５０２

45 ＳＫ１７ Ｍ４２ 山茶碗 碗 14.5 5.9 6.5 内面磨耗、 籾殻痕 10YR7/1 ０６０１

46 ＳＫ１７ Ｍ４２ 山茶碗 碗 5.4 内面漆？付着、 板状圧痕 ・ 無高台 10YR7/1 ０６０２

47 ＳＫ１８ Ｍ３９ 山茶碗 小皿 7.8 1.3 4.8 内面磨耗、 底外面墨痕 10YR7/1 ０６０３

48 ＳＫ１８ Ｍ３９ 縄文土器 深鉢 10YR7/4 ０６０４

49 ＳＫ２０ Ｍ３６ 土師器 鍋 25.0 内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： 刷毛目＋ｹｽﾞﾘ、 煤付着 10YR7/1 ２２０１

50 ＳＫ２１Ｅ Ｌ３８ 土師器 鍋 内 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ＋ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： 刷毛目 10YR8/3 ２００１

51 ＳＫ２１ Ｌ３８ 土師器 羽釜 20.7 内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ＋ｹｽﾞﾘ、 外 ： 刷毛目＋ｹｽﾞﾘ 10YR8/2 ２００２

52 ＳＫ２２ Ｌ３７ 山茶碗 碗 外面墨書、 無高台 10YR7/1 ０６０５

53 ＳＫ２２ Ｌ３７ 土師器 小皿 8.1 1.1 底外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR7/6 ０６０６

54 ＳＫ２２ Ｌ３７ 土師器 皿 9.5 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR8/3 ０６０７

55 ＳＤ２３ Ｍ３５ 瀬戸美濃陶器 折縁小皿 8.4 2.5 5.0 灰釉 （底外面露胎）、 底 ： 回転糸切痕 10YR7/1 ０７０１

56 ＳＤ２６ Ｍ３４ 山茶碗 碗 15.2 5.4 6.8 籾殻痕 10YR7/1 ０２０８

57 ＳＤ２６ Ｍ３４ 瀬戸美濃陶器 瓶類 鉄釉、 内面に赤黒い付着物 10YR2/1 ０７０２

58 ＳＫ 28 Ｍ３８ 山茶碗 小皿 7.7 1.8 4.0 底外 ： 墨痕 ・ 板状圧痕 10YR7/1 ０７０３

59 ＳＫ２９ Ｍ３７ 土師器 鍋 22.8 
内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ＋ﾕﾋﾞｵｻｴ
外 ： 刷毛目、 煤付着

10YR8/3 ２１０１

60 ＳＫ２９ Ｍ３７ 土師器 鍋 27.0 内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： 刷毛目、 煤付着 10YR8/3 ２１０２

61 ＳＫ３１ Ｌ２９ 山茶碗 碗 5.5 輪トチ風高台 ・ 籾殻痕多 10YR7/1 ０７０４

62 ＳＫ３１ Ｌ２９ 山茶碗 小皿 8.0 1.7 4.8 10YR7/1 ０７０５

63 ＳＫ３２ Ｍ２１ 山茶碗 碗 14.6 5.1 6.5 内面磨耗、 籾殻痕多 10YR7/1 ０７０６

64 ＳＫ３４ Ｍ２２ 山茶碗 小皿 7.6 2.2 4.9 10YR7/1 ０７０７

10

Tab.1　出土遺物観察表（１）
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Tab.2　出土遺物観察表（２）
番号 出土遺構 グリッド 種別 器種 口径 器高 底 ・ 高台径 備考 胎土の色調 実測番号

65 ＳＫ３４ Ｍ２２ 山茶碗 碗 5.0 内面磨耗、 底外面墨書 10YR8/3 ０７０８

66 ＳＫ３５ Ｌ２２ 山茶碗 碗 13.6 4.8 5.7 内外面煤付着 ・ 高台剥離痕 10YR8/3 ０８０１

67 ＳＤ３６ Ｍ２２ 白磁 碗 玉縁口縁 10YR7/1 ０８０２

68 ＳＤ４２ Ｍ１７ 山茶碗 小皿 8.2 1.4 5.7 10YR7/1 ０８０５

69 ＳＤ３９ Ｍ１９ 山茶碗 碗 17.3 5.4 7.8 内面磨耗、 籾殻痕多 10YR7/1 ０８０３

70 ＳＤ３９ Ｍ１９ 瓦器 椀 10YR8/1 ０８０４

71 ＳＫ４４上層 Ｌ１８ 山茶碗 碗 13.0 高台剥離痕 10YR7/1 ０９０２

72 ＳＫ４４上層 Ｌ１８ 山茶碗 碗 13.4 5.6 高台剥離痕 10YR7/1 ０９０３

73 ＳＫ４４上層 Ｌ１８ 山茶碗 碗 6.7 底外 ： 輪トチ状粘土付着 10YR7/1 ０９０１

74 ＳＫ４４ﾄﾚﾝﾁ Ｌ１９ 山茶碗 碗 5.3 無高台 ・ 板状圧痕 10YR7/1 ０９０４

75 ＳＫ４４ﾄﾚﾝﾁ Ｌ１9 山茶碗 碗 6.0 籾殻痕 10YR7/1 ０９０５

76 ＳＫ４４上層 Ｌ１９ 山茶碗 小皿 7.8 1.6 4.7 内面磨耗、 底外 ： 墨痕 10YR7/1 ０９０６

77 ＳＫ４４上層 Ｌ１８ 土師器 小皿 10YR7/8 ０９０７

78 ＳＫ４４ﾄﾚﾝﾁ Ｌ１９ 常滑陶器 甕 押印文 10YR6/1 ０９０８

79 ＳＫ４４上層 Ｌ１９ 常滑陶器 甕 45.0 10YR7/1 １００２

80 ＳＫ４４上層 Ｌ１８ 常滑陶器 壷 14.0 押印文 10YR4/1 １００１

81 ＳＤ４６ Ｌ１５ 土師器 鍋 20.0 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ＋ﾅﾃﾞ 10YR7/1 １１０１

82 ＳＫ４８ Ｍ１６ 山茶碗 碗 17.0 5.7 7.8 内面磨耗、 籾殻痕少 10YR8/2 １２０３

83 ＳＫ４８ Ｍ１６ 山茶碗 碗 15.1 5.8 6.0 籾殻痕 10YR7/1 １２０５

84 ＳＫ４８ Ｍ１６ 土師器 皿 14.7 ロクロ成形 ・ 内外面煤付着 10YR8/6 １２０４

85 ＳＫ４８ Ｍ１５ 山茶碗 小皿 8.0 1.7 4.4 10YR7/1 １２０１

86 ＳＫ４８ Ｍ１６ 山茶碗 小皿 8.5 1.6 5.5 内面やや磨耗 10YR7/1 １２０２

87 ＳＤ６６ Ｋ７ 山茶碗 小皿 8.4 1.4 10YR7/1 １９０２

88 ＳＫ６３ Ｈ４ 土師器 小型鉢 13.4 5.5 外面粘土紐痕 10YR8/4 １９０１

89 Ｐ . １ Ｎ３８ 山茶碗 小皿 8.1 1.5 5.0 内面磨耗、 底部墨書 10YR7/1 ２７０８

90 Ｐ . ２ Ｌ１７ 土師器 鍋 18.1 10YR3/1 ２７０９

91 ＳＫ６１ Ｆ２ 山茶碗 碗 13.4 4.9 5.8 無高台 10YR7/1 １８０１

92 ＳＫ６１ Ｆ２ 山茶碗 碗 5.5 無高台 10YR7/1 １８０２

93 ＳＫ６１ Ｆ２ 山茶碗 碗 5.3 無高台 ・ 底外面墨書 10YR7/1 １８０３

94 ＳＫ６１ Ｆ２ 山茶碗 小皿 7.8 1.6 4.8 10YR7/1 １８０４

95 ＳＫ６１ Ｆ２ 土師器 皿 11.5 ﾖｺﾅﾃﾞ＋ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR8/4 １８０６

96 ＳＫ６１ Ｆ２ 土師器 皿 10.2 10YR8/3 １８０７

97 ＳＫ６１ Ｆ２ 土師器 小皿 9.0 ﾖｺﾅﾃﾞ＋ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR7/3 １８０８

98 ＳＫ６１ Ｆ２ 土師器 小皿 8.9 10YR8/4 １８０９

99 ＳＫ６１ Ｆ２ 青磁 碗 鎬蓮弁文 10YR8/1 １８０５

100 ＳＫ６１ Ｆ２ 木製品 曲物底？ 直径 17.7 ×厚さ 0.9 ｍ、 切り込みあり ３１０１

101 ＳＫ６１ Ｆ２ 木製品 曲物底？ 厚さ 0.8 ｍ ３２０１

102 ＳＫ６１ Ｆ２ 木製品 棒 1.7 × 1.8 ×長さ 41.3 ～ ３３０１

103 包含層 Ｋ５ 須恵器 杯蓋 13.4 外 ： ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ 10YR6/1 ２７０７

104 包含層 Ｈ２ 製塩土器 内 ： 刷毛目、 外 ： ﾕﾋﾞｵｻｴ 5YR6/8 ２６０６

105 包含層 Ｊ４７ 山茶碗 小椀 8.5 2.2 3.4 内面磨耗、 籾殻痕 10YR7/1 ２４０６

106 包含層 Ｍ１５ 山茶碗 小皿 7.9 1.4 5.0 10YR7/1 ２４０７

107 包含層 Ｍ１２ 山茶碗 碗 16.8 5.5 6.9 内面磨耗、 籾殻痕少 10YR8/3 ２４０１

108 包含層 Ｍ１７ 山茶碗 碗 15.2 5.7 6.1 砂粒痕 10YR7/1 ２５０２

109 包含層 Ｍ１５ 山茶碗 碗 7.5 内面磨耗、 籾殻痕少 ・ 砂粒痕少 10YR7/1 ２５０１

110 包含層 Ｚ４６ 山茶碗 碗 15.0 5.4 6.3 籾殻痕多 10YR7/1 ２４０２

111 包含層 Ｍ２１ 山茶碗 碗 8.5 内面磨耗、 籾殻痕 10YR7/1 ２５０３

112 包含層 山茶碗 碗 5.2 籾殻痕多 ・ 板状圧痕 10YR7/1 ２５０４

113 包含層 Ｍ２２ 山茶碗 碗 12.5 5.0 5.0 輪トチ状の粘土紐 ・ 籾殻痕多 10YR7/1 ２４０３

114 包含層 Ｍ３５ 山茶碗 碗 5.2 籾殻痕 ・ 板状圧痕 ・ 高台内墨書 10YR7/1 ２４０５

115 包含層 Ｌ１７ 山茶碗 碗 5.0 腰に墨書 「＋」、 無高台 ・ 板状圧痕 10YR7/1 ２４０４

116 包含層 Ｍ２１ 山茶碗 碗 6.2 高台剥離痕 ・ 底部墨書 10YR7/1 ２５０６

117 包含層 Ｆ４６ 山茶碗 鉢 瀬戸産 10YR6/1 ２７０３

118 包含層 Ｌ３５ 瀬戸美濃陶器 折縁深皿 灰釉 10YR7/1 ２７０２

119 包含層 Ｍ４０ 常滑陶器 甕 10YR6/1 ２７０１

120 包含層 Ｌ４２ 白磁 碗 10YR8/1 ２７０５

121 包含層 Ｍ１８ 青磁 碗 10YR6/1 ２７０４

122 包含層 Ｍ１９ 土師器 椀 7.3 ロクロ成形、 底 ： 回転糸切痕 10YR7/8 ２６０３

123 包含層 Ｍ１８ 土師器 小皿 8.0 ﾖｺﾅﾃﾞ＋ﾕﾋﾞｵｻｴ 10YR8/4 ２６０４

124 包含層 Ｃ４６ 土師器 羽釜 20.4 内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： 刷毛目 10YR8/4 ２６０１

125 包含層 Ｍ３６ 土師器 羽釜 20.0 内 ： ﾖｺﾅﾃﾞ、 外 ： 刷毛目、 煤 ・ コゲ付着 10YR8/3 ２６０２

126 包含層 Ｎ１８ 土師器 鍋 ﾖｺﾅﾃﾞ、 煤付着 10YR8/2 ２６０５

127 溝
試掘
Ｇ９

土師器 鍋 26.0 内 ： 不明、 外 ： 刷毛目、 煤付着 10YR7/3 ２３０１

128 包含層 Ｍ２１ 山茶碗 碗 5.3 籾殻痕 ・ 板状圧痕 10YR7/1 ２５０５
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第○図 宮上道遺跡出土遺物実測図１ 
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Fig.8　出土遺物実測図 1（1/4）
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第○図 宮上道遺跡出土遺物実測図３
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第○図 宮上道遺跡出土遺物実測図４
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Fig.13　出土遺物実測図６（1/4）
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遺構名
遺構の

性格
グリット 時期 遺構の概要 遺構のきりあい 主な遺物

ＳＤ 01 溝 B45 ・ 46 中世 断面逆台形の溝。 幅約 1.2m、 底面幅
0.4m、 深さ 0.4m。 Ｎ 75°Ｗ。 単独 土師器 （皿・鍋）・山茶碗 （碗）・常滑陶器 （鉢・

甕）， 近世磁器１点は混入か

ＳＫ 02 土坑 C45 ・ 46 中世 方形の土坑。 一辺 1.4 ｍ、 深さ 0.2 ｍ。
中央に径 0.4 ｍ、深さ 0.4 ｍの小穴あり。 単独 土師器鍋など少量

ＳＤ 03 溝 E ・ F46 中世 段状の溝。 幅 1.2 ｍ以上、長さ６ｍ以上、
深さ 0.3 ｍ。 SD05 より新。 ＳＤ 05 → SD03 須恵器 （甕） ・ 土師器 （皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・ 常

滑陶器 （甕）

ＳＤ 04 溝 E45 ・ F45 近世 弧状の溝。 幅１ｍ、 長さ７ｍ以上、 深
さ 0.2 ｍ。 SD05 ・ SD06 より新。 ＳＤ 05 → SD04 近世陶磁器など

ＳＤ 05 溝 E ～ G45 ・
46 中世 直線の溝。 幅 0.9 ｍ、 長さ４ｍ以上、

深さ 0.2 ｍ。 Ｎ 20°Ｅ。 SD03・04 より古。
ＳＤ 05 →
SD03 ・ 04 須恵器 ・ 土師器 （鍋 ・ 皿） ・ 山茶碗 （碗）

ＳＫ 06 土坑 G45 不明 １ｍ× 0.5 ｍ以上、 深さ 0.15 ｍ。 SD04
より古。 SD06 → SD04 鞴羽口

ＳＤ 07 溝 J46 ～ K50 中世 幅 1.6 ｍ、長さ 16.5 ｍ以上、深さ 1.0 ｍ。
SD08 より新。 谷への排水溝か。 SD08 → SD07

須恵器 （甕） ・ 土師器 （甕 ・ 鍋 ・ 羽釜 ・ 皿） ・
灰釉陶器 （椀 ・ 皿） ・ 山茶碗 （碗 ・ 皿） ・ 常
滑陶器 （鉢・甕）・瀬戸美濃陶器 （小皿）・瓦・
不明土製品 ・ 砥石 ・ 五輪塔 （火輪）

ＳＤ 08 溝 K46 ～ L48 中世 幅 2.5 ｍ、長さ 16.0 ｍ以上、深さ 0.6 ｍ。
SD07 より古。 谷への排水溝か。 SD08 → SD07

須恵器 （甕） ・ 土師器 （甕 ・ 鍋 ・ 羽釜 ・ 皿） ・
灰釉陶器・山茶碗 （碗・小皿）・常滑陶器 （鉢・
甕） ・ 瀬戸美濃陶器 （皿）

ＳＤ 09 窪み L ・ M47 不明 幅 0.7 ｍ、 長さ 2.7 ｍ、 深さ 0.3 ｍ。
自然流路の残欠か。 単独

ＳＤ 10 溝 ・
段？ C ・ D46 中世

後期
段状の溝。 幅 0.4 ｍ以上、 長さ 3.5 ｍ
以上、 深さ 0.3 ｍ。 単独 土師器 （鍋 ・ 羽釜） ・ 山茶碗 （碗） ・ 常滑陶

器 （甕） ・ 瀬戸美濃陶器 （天目茶碗）

ＳＤ 11 窪み K ～ M45 ・
L46 中世 不整形。 自然流路の残欠か。

縄文土器 ・ 土師器 （皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・ 山茶碗
（碗） ・ 常滑陶器 （甕） ・ 瀬戸美濃陶器 （縁釉
小皿 ・ 鉄釉袋物）

ＳＫ 12 土坑 M ・ N41 ・
42

中世
後期

略長方形の土坑。 4.3 ｍ×約 2.8 ｍ、
深さ 0.7 ｍ。 SK13 ・ SK17 より新。

ＳＫ 13 →ＳＫ 17
→ＳＫ 12

須恵器 （甕）・土師器 （皿・鍋）・山茶碗 ( 小皿・
碗 ・ 鉢 ・ 壷） ・ 常滑陶器 （壷 ・ 甕） ・ 瀬戸美
濃陶器 ( 香炉？ ・ 鉢 ・ 四耳壷 ・ 袋物） ・ 瓦

ＳＫ 13 土坑 L41 ・ 42 中世
前期

傾斜の緩い凹み。 4.8 ｍ× 3.4 ｍ以上、
深さ約 0.2 ｍ。 SD17 ・ SK12 より古。

ＳＫ 13 →ＳＫ 17
→ＳＫ 12

灰釉陶器 （椀）・土師器 （鍋）・山茶碗 （小皿・
碗） ・ 常滑陶器 （甕） ・ 瓦

ＳＫ 14 土坑 N44 中世 不整形。 3.7 ｍ以上× 2.0 ｍ以上、 深
さ 0.4 ｍ。 複数土坑の集合か。 単独 須恵器 （杯） ・ 土師器 （皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・ 山

茶碗 （碗）・常滑陶器 （甕・壷？）・青磁 （碗）

ＳＫ 15 土坑 M42 中世 楕円形の土坑。 2.1 ｍ× 1.7 ｍ、深さ 0.2
ｍ。 単独 土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （碗） ・ スサ入り焼

土

ＳＫ 16 窪み L43 中世 不整形。 3.0 以上× 2.7 ｍ、深さ 0.4 ｍ。
自然流路の残欠か。 単独 須恵器 （甕 ・ 壷） ・ 土師器 （杯 ・ 甕 ・ 鍋） ・

山茶碗 （碗 ・ 袋物） ・ 製塩土器 ・ 丸瓦

ＳＫ 17 土坑 M42 中世 方形の土坑。 2.5 ｍ× 1.6 ｍ以上、 深
さ 0.5 ｍ。 SK13 より新、 SK12 より古。

ＳＫ 13 →ＳＫ 17
→ＳＫ 12

土師器 ( 皿・鍋）・灰釉陶器 （壷）・山茶碗 （碗・
鉢） ・ 常滑陶器 （甕） ・ 白磁

ＳＫ 18 土坑 L39 中世 楕円形の土坑。 1.2 ｍ× 1.0 ｍ、深さ 0.5
ｍで中央に径 0.4 ｍ、深さ 0.2 ｍの小穴。 単独 縄文土器 ・ 土師器 （小皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・ 山茶

碗 （小皿）

ＳＫ 19 土坑 N39 ・ 40 中世 3.3 × 2.2 以上、 深さ 0.6 ｍ。 単独
須恵器 （杯 ・ 甕） ・ 土師器 （皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・
山茶碗 （碗 ・ 鉢） ・ 常滑陶器 （鉢 ・ 甕） ・ 瀬
戸美濃陶器 （碗 ・ 壷）

ＳＫ 20 土坑 M36 中世 略円形の小土坑。 径 0.6 ｍ、深さ 0.3 ｍ。 単独 土師器 （鍋）

ＳＫ 21 土坑 L ・ M38 中世
後期

一部張り出しのある方形土坑。 長さ 2.7
ｍ×幅 1.7 ｍで最大幅は 2.2 ｍ、 深さ
0.25 ｍ。 SK28 より新。

ＳＫ 28 →ＳＫ 21 須恵器 （甕） ・ 土師器 （皿 ・ 鍋 ・ 羽釜） ・ 山
茶碗 （小皿 ・ 碗 ・ 壷） ・ 常滑陶器 （甕） ・ 瓦

ＳＫ 22 土坑 L ・ M37 中世 1.9 ｍ× 1.5 ｍ、 深さ 0.3 ｍ。 ＳＫ 29 →ＳＫ 22
土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （小皿 ・ 碗 ・ 鉢） ・
黒色土器・常滑陶器 （甕）・瀬戸美濃陶器 （縁
釉小皿） ・ 炭 ・ 焼土塊

ＳＤ 23 溝 M35 ・ 36 中世 段丘端へのびる溝。 幅 1.7 ～ 2.5 ｍ、
長さ 5.3 ｍ以上、 深さ約 0.2 ｍ。 単独 土師器 （鍋）・山茶碗 （碗）・常滑陶器 （甕）・

瀬戸美濃陶器 ( 灰釉小皿）

ＳＫ 24 土坑 N38 中世 非常に浅い土坑。 2.0 ｍ× 1.3 ｍ以上、
深さ 0.2 ｍ。 SK28 より新。 ＳＫ 28 →ＳＫ 24 土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （小碗 ・ 碗 ・ 鉢） ・

鞴羽口

ＳＫ 25 土坑 N37 ・ 38 中世 方形の土坑。 1.6 ｍ× 0.9 ｍ以上、 深
さ 0.1 ｍ。 単独 須恵器 ( 杯身） ・ 山茶碗 （小皿 ・ 碗）

ＳＤ 26 溝 L ～ N34 中世
後期

L 字の溝。 幅 1.1 ｍ×長さ 4.8 ｍ×深
さ 0.4 ｍの溝と長さ 2.8 ｍ×深さ 0.1 ｍ
の溝が直交する。 別遺構の可能性あり。

単独 須恵器（甕）・土師器（小皿）・山茶碗 ( 碗・鉢）・
常滑陶器 （甕）・瀬戸美濃陶器 （小皿・瓶類）

ＳＤ 27 溝 L32 不明 幅 0.35 ｍ、長さ 1.0 ｍ以上、深さ 0.2 ｍ。 単独 瓦片？

ＳＫ 28 土坑 M38 中世
前期

略方形の土坑。 4.3 ｍ×約 4.0 ｍ、 深
さ 0.15 ｍ。 SK21 ・ SK24 より古。

ＳＫ 30 →ＳＫ 28
→ＳＫ 21 ・ 24

土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 山茶碗 ( 小皿 ・ 碗） ・ 常
滑陶器

ＳＫ 29 土坑 M37 中世
後期

不整形の土坑。 1.1 ｍ× 0.8 ｍ、深さ 0.2
ｍ。 SK30 より新。

ＳＫ 30 →ＳＫ 29
→ＳＫ 22 土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 常滑陶器 （甕）

ＳＫ 30 土坑 M37 中世
？

不整形の細長い土坑。 2.6 ｍ× 0.7 ｍ、
深さ 0.3 ｍ。 SK29 より古。

ＳＫ 30 →ＳＫ
28 ・ 29 土師器 （鍋）

Tab.3　検出遺構一覧表（1）



遺構名
遺構の

性格
グリット 時期 遺構の概要 遺構のきりあい 主な遺物

ＳＤ 31 溝？ L ・ M29 中世 幅 1.2 ｍ、長さ 3.8 ｍ以上、深さ 0.15 ｍ。 単独 土師器 （杯・甕・皿）・山茶碗 （小皿・碗・鉢）

ＳＫ 32 土
坑？ M ・ N21 中世

前期
不整形。 深さ 0.1 ～ 0.2 ｍ。 複数土坑
の集合か。

ＳＫ 37 →ＳＤ 32
→ＳＤ 33 須恵器 （甕）・土師器 （甕・皿・鍋）・山茶碗 （碗）

ＳＫ 33 土坑 L21 不明 方形の土坑。 3.5 ｍ× 1.6 ｍ、 深さ 0.4
ｍ。

ＳＤ 32 ・ ＳＫ 35
→ＳＤ 33 土師器片

ＳＫ 34 土坑 M ・ N22 中世 不整形の土坑として検出したが、 複数
土坑の集合。 ＳＫ 34 → SD36 灰釉陶器 （椀？）・土師器 （皿・鍋）・瓦器 （椀）・

山茶碗 （小皿 ・ 碗 ・ 鉢） ・ 常滑陶器 （壷）

ＳＫ 35 土坑 L ・ M23 中世 略長方形の土坑。 2.3 ｍ以上× 1.4 ｍ、
深さ 0.1 ｍ。

SD36 ・ SK37 →
SK35 → SD33 須恵器 ( 蓋） ・ 山茶碗 （碗）

ＳＤ 36 溝 M ・ N22 中世 幅 0.4 ｍ、長さ 3.5 ｍ以上、深さ 0.15 ｍ。 ＳＫ 34 → SD36
→ SK35 山茶碗 （小皿 ・ 碗） ・ 白磁 （碗）

ＳＫ 37 土坑 M22 不明 略方形の土坑。 1.3 ｍ× 0.9 ｍ、深さ 0.1
ｍ。

SK37 → SD32 ・
SK35 土師器 （鍋）

ＳＤ 38 溝 L ～ N20 中世 幅 2.8 ｍ、 長さ 5.0 ｍ、 深さ 0.1 ～ 0.3
ｍ。 中央は非常に浅い V 字状に窪む。 単独 須恵器 （甕）・土師器 （小皿・鍋）・山茶碗 （小

皿 ・ 碗 ・ 鉢） ・ 常滑陶器 （甕） ・ 土塊

ＳＤ 39 溝 M ・ N19 中世 幅 0.3 ｍ、長さ 3.0 ｍ以上、深さ 0.1 ｍ。
SD40 より新、 SK44 より古。

SD40 → SD39 →
SK44 土師器 （杯 ・ 甕） ・ 山茶碗 （碗） ・ 瓦器

ＳＤ 40 溝 M19 不明 幅 0.5 ～ 1.5 ｍ、 深さ 0.1 ｍ。 SD39 ・
SK41 より古。 SD40 → SD39 常滑陶器 （火鉢？）

ＳＫ 41 土坑 M ・ N18 中世
前期

長方形の土坑。 3.9 × 1.8 ｍ以上。 床
面は２段落ちで、 深さは 0.2 ｍと 0.4 ｍ。
SD40 より新。

SD40 → SK41 土師器 （杯 ・ 甕 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （碗） ・ 常滑
陶器 （甕） ・ 白磁 （碗）

ＳＤ 42 溝 M16 ・ 17 中世
幅 0.7 ｍ、 長さ 5.2 ｍ、 深さ 0.1 ｍ。
南端は土坑状になる。 上層に攪乱が
重なっていた。

SD42 → SK41 土師器 （皿）・山茶碗 （小皿・碗）・常滑陶器？

ＳＫ 43 M ・ N18 SK41 と同じ SK41 と同一遺構
か 須恵器 （甕）・土師器 ( 杯・甕）・山茶碗 （碗）

ＳＫ 44 土坑 L ・ M18 ・
19 中世

長方形の土坑。 4.5 ｍ× 2.3 ｍ以上。
床面は二段落ちで、 深さは 0.1 ｍと 0.4
ｍ。 SD39 より新。

SD39 → SK44
灰釉陶器？ ・ 土師器 （杯 ・ 甕 ・ 皿 ・ 鍋） ・ 山
茶碗 （小皿 ・ 碗 ・ 鉢） ・ 常滑陶器 （甕 ・ 鉢） ・
土塊 ・ 砥石

ＳＤ 45 溝 M ・ N16 平安
以降

幅 0.35 ｍ、 長さ 3.5 ｍ以上、 深さ 0.05
ｍ。

SD45 と平行する
溝 灰釉陶器 （皿）

ＳＤ 46 溝 M ・ N15 中世
前期

幅 0.35 ｍ、 長さ 6.2 ｍ以上、 深さ 0.05
～ 0.1 ｍ。

SD46 と平行する
溝 土師器 （皿 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （碗）

ＳＫ 47 土坑 L16 ・ 17 中世 不整形の土坑。 4.0 ｍ× 3.0 ｍ以上、
深さ 0.2 ｍ。 SK49 → SK47 土師器 ・ 山茶碗 （碗 ・ 壷）

ＳＫ 48 土
坑？ M16 中世

前期
SD45 ・ SD46 の間で確認されたが関係
は不明。 SK50 → SK48 土師器 （杯 ・ 鍋） ・ 山茶碗 （小皿 ・ 碗）

ＳＫ 49 土坑 M16 ・ 17 不明 不整形の土坑。 SK47 と同一遺構か。 SK49 → SK47 土師器 （甕）

ＳＫ 50 土坑 L ・ M16 中世
以降 不整形の土坑。 SK47 と同一遺構か。 SK50 → SK48 山茶碗 （碗）

ＳＫ 51 土坑 N13 ・ 14 中世
以降

不整形の土坑。 最大長 3.3 ｍ以上、
深さ 0.6 ｍ。

灰釉陶器 （椀 ・ 瓶） ・ 土師器 （甕 ・ 鍋） ・ 山
茶碗 （小皿）

ＳＤ 52 溝？ L13 中世
以降 不整形の遺構。 SD52 → SD53 須恵器 （杯 ・ 瓶） ・ 灰釉陶器 （椀 ・ 段皿） ・

土師器 ・ 山茶碗 （小皿 ・ 碗） ・ 白磁 （碗）

ＳＤ 53 溝 L ～ N12 ・
13 不明 断面逆台形の溝。 幅 0.7 ｍ、 長さ 7.2

以上、 深さ 0.1 ｍ。 SK54・SH55 より新。
SD60 → SD52 →
SD53

須恵器 （甕）・土師器・灰釉陶器 （椀皿・瓶）・
山茶碗 （碗） ・ 常滑陶器 （甕）

ＳＫ 54 土
坑？ L12 平安 楕円形の土坑。 1.5 ｍ以上× 1.2 ｍ、

深さ 0.2 ｍ。
SD60 → SH55
（→ SK54） 土師器 （杯） ・ 灰釉陶器 （小瓶） ・ 山茶碗

ＳＨ 55 竪穴
住居

L ・ M11 ・
12

奈良 ・
平安

平面長方形の竪穴住居。 4.0 ｍ以上×
短辺 3.0 ｍ、 深さ 0.2 ｍ。

SD60 → SH55
（→ SK54）

土師器 （杯・皿・甕・鍋）・須恵器 （甕）・平瓦・
支脚石

ＳＤ 56 攪乱
溝 I6 ～ L7 近世

以降
幅 2.0 ｍ、 長さ 11.0 ｍ以上、 深さ 0.6
ｍ以下。

須恵器 （甕）・灰釉陶器 （椀皿）・山茶碗 （碗・
鉢・壷？）・常滑陶器（甕）・瀬戸美濃陶器（鉢）・
青磁 （碗）・瓦質土器・丸瓦 （玉縁式）・平瓦・
いぶし瓦

ＳＤ 57 攪乱
溝 H5 ～ L6 近世

以降
幅 3.7 ｍ、 長さ 12.5 ｍ以上、 深さ 0.2
～ 0.4 ｍ。

製塩土器 ・ 須恵器 （甕） ・ 山茶碗 （碗） ・ 常
滑陶器 （甕） ・ 瀬戸美濃陶器 ・ 瓦

ＳＤ 58 欠番 SD ７の下層

ＳＤ 59 溝 L ・ M9 中世
以降 幅 0.4 ～ 0.9 ｍ、長さ 3.4 ｍ、深さ 0.1 ｍ。 土師器 ・ 山茶碗 （碗）

ＳＤ 60 溝 L ・ M12 平安 幅 1.7 ｍ、 長さ 5.7 ｍ以上、 深さ 0.1
で部分的に窪む。 SH55 より古。

SD60 → SH55
（→ SK54） 土師器 ・ 灰釉陶器 （小椀）
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Tab.4　検出遺構一覧表（2）



遺構
遺構の

性格
グリッド 時代 遺構の概要 遺構のきりあい 主な遺物

ＳＥ 61 井戸 F2 ・ 3 中世 略円形の井戸。直径 3.5 ｍ、深さ 1.9 ｍ。
須恵器 （瓶・甕）・土師器・灰釉陶器 （椀・平瓶・
壷） ・ 山茶碗 （碗 ・ 鉢） ・ 常滑陶器 （鉢 ・ 甕） ・
青磁 （碗） ・ 木製品

ＳＤ 62 溝 H ～ K4 中世
SE61 の東からのびる溝。 屈曲部分に
方形土坑がある。 幅 0.7 ｍ、 直線的な
部分の長さ 11.7 ｍ、 深さ 0.5 ｍ。

須恵器 （杯・瓶）・ロクロ土師器・山茶碗 （碗）・
常滑陶器 （甕）

ＳＫ 63 土坑 H4 古墳 隅丸長方形の土坑。 1.2 × 2.5 ｍ、 深
さ 0.2 ｍ。 SD62 に平行する溝より古。 土師器 （小型鉢）

ＳＫ 64 土坑 L18 中世 最大幅 1.5 ｍ以上、 深さ 0.1 ｍ。 土師器 （鍋 ・ 皿） ・ 山茶碗 （碗）

ＳＫ 65 攪乱
土坑 M8 ・ 9 中世

以降 土師器 ・ 平瓦

ＳＤ 66 溝 J ～ L7 中世
以降

ゆるい弧状の溝。 幅 0.7 ｍ、 長さ 6.3
ｍ以上、 深さ 0.2 ｍ。 土師器 ・ 須恵器 （甕） ・ 山茶碗 （小皿）

ＳＫ 67 土坑 L15 不明 幅 0.6 ｍ以上、長さ 2.8 ｍ、深さ 0.3 ｍ。 土師器

Tab.5　検出遺構一覧表（3）
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Fig.14　宮上道遺跡遠景 ( 西から )

Fig.15　宮上道遺跡全景 ( 上が南 )



Fig.16　ＳＨ 55
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Fig.18　ＳＨ 55 カマド遺物出土状況

Fig.17　ＳＨ 55( 北から )

Fig.19　ＳＨ 55 カマド

Fig.20　ＳＥ 61 掘削作業風景 Fig.21　ＳＥ 61

Fig.22　ＳＤ 01 断面 Fig.23　ＳＤ 7 ･ 8 掘削作業風景
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Fig.24　ＳＤ 7 ･ 8 断面 Fig.25　ＳＫ 12 ･ 13 トレンチ

Fig.26　ＳＫ 12 古瀬戸出土 Fig.27　ＳＫ 20 土師器鍋出土

Fig.28　ＳＫ 13 土師器鍋出土

Fig.30　ＳＫ 29 土師器鍋出土 Fig.31　現地説明会

Fig.29　ＳＫ 48 山茶碗出土



Fig.32　調査区 1～ 10

Fig.33　調査区 11 ～ 20

Fig.34　調査区 19 ～ 28

Fig.35　調査区 28 ～ 38

Fig.36　調査区 39 ～ 52 Fig.37　調査区 K～ Z
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Fig.38　出土遺物 (1)
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Fig.39　出土遺物 (2)
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